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放牧育成牛の冬期粗飼料多給による肥育技術の実証
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1 は じ め に
2)試験方法 : 供試牛10頭を稲わら区,貯蔵飼料区に

5頭ずつ区分 し,そ れぞれの飼養方法は表 2の とおりであ

低コスト牛肉の生産を図るため,春産子牛を1シ ーズン  リ,仕上げ目標体重を630カタとした。

親子放牧育成後,次年度2シ ーズンロの放牧によって飼養

し,その越冬育成期と仕上げ肥育期に貯蔵粗飼料を多給す  __霊 1_塾験開始時の内容

る肉用牛の肥育技術の検討を行った。

2 材料及び方法

は)供試牛 : 1シ ーズン親子放牧した黒毛和種去勢子

牛〔父「山波号 (黒原1289)」 の異母兄弟〕10頭を用いた。

試験開始時の状況は表 1の とおりである。

表 2 飼養方法の概要

区 分 頭数

1シ ーズン

親子放牧下
牧後予備期

越冬育成期
(舎飼 )

放牧に係る

予 備 期

2シ ーズン

放 牧 期

仕上げ肥育期
に係る予備期

(舎飼 )

仕上げ肥育期
(舎飼 )

稲 わ ら区 5

稲 わ ら
牧草サイレージ

+
濃厚飼料

稲 わ ら
+

濃厚飼料

稲 わ ら
牧草サイレージ

+
濃厚飼料 翼擾晟破

(乾牧草補給 )

稲 わ ら
饉 サイレージ

+
濃厚飼料

稲 わ ら
+

濃厚飼料

貯蔵飼料区 5

牧草サイレージ

乾 牧 草
+

濃厚飼料

牧草サイレージ
乾 牧 草

十

濃厚飼料

牧草サイレージ

乾 牧 草
+

濃厚飼料

鮮 サイレージ

乾 牧 草
+

濃厚飼料

乾 牧 草
(牧草サイレージ)

+
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和
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月
験

１１
試

11月 2日
(下牧 )

12月 日1

は鈍化傾向で推移した結果,期間中DGは 033″と目標を
3結   果 やや下回った。貯蔵飼料区では後半の増体が良 く,期間中

試験結果の成績は,表 3,表 4の とおりである。     I)Gは 047々 と日標をやや上回った。

0)越冬育成期 : 越冬育成期と2シーズン放牧期の通   また,越冬育成期と2シーズン放牧期の通算DGは ,稲
算DG(日 増体重)が 051夕 以上となるように,越冬育成  わら区で051″ ,貯蔵飼料区で057″となり目標DG0 5
期の目標DGを 08り とした。試験FTH始 時までのDGが両  1夕 をやや上回る結果となった。

区とも09″を上回っていたので,前半においてやや少な   0)仕 上げ肥育期 : 仕上げ肥育期における増体の推移

めの飼料給与とした結果 ,目標DGを やや下回って推移 し  は貯蔵飼料区において 2週間から4週にかけてやや低かっ

たが,期間中のDGは両区とも083″ となり目標DGを や  た。他は順調に推移し,期間中のDGは稲わら区092″
,

や上回った。                      貯蔵飼料区091″ とはぼ同じ結果であった。

12)2シ ーズン放牧期 : 2シ ーズン放牧期においては,   に)終了時及び屠体成績 : 肥育期間は貯蔵飼料FXが稲

草量・転牧時期の関係で一部で乾草補給とし,期間中の  わら区より2週間程度短く,肥育期間通算DGは貯蔵飼料

目標 DCを 040と した。人牧直後において両区で体重  区071″ ,稲わら区068″ と貯蔵飼料区がやや良い結果で

の減少 (稲わら区18″程度 ,貯蔵飼料区14″程度)がみら  あつた。また,屠殺時体重に対する冷屠体体重の歩留は
,

れた。その後,両区とも増加傾向となったが,稲わら区で  両区とも65%前後と差はなかった。
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区  分
頭
数

越 冬 育 成 開 始

日齢 (日 ) 体高 (m) 体重 (″ ) DG(り

稲 わ ら区 5
220 0

± 1381
1088

± 300
230 0

±2880
091

±011

駒蔵飼料区 5
2138

± 630
1107

± 130
238 0

¬卜 6 86

注 DGは生時から越冬育成開始時まで。
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表 3 ステージ別の増体及び飼料摂取量

表 4 「肥育成績及び枝肉規格J

区 分
越冬 i

(舎

成 期
司)

入宅 備期
)

2シ ーズン放牧期
(放牧 )

下セ 著期 州
舗

上
＜

仕

増

　

体

　

重

期 末 体 重

稲 わ ら 区 335 0た,

± 2811
342 2

± 658

356 4

± 2871
357 8

± 798

407 0

± 2000
434 4

± 1465

433 4

± 2300
460 6

± 1542

635 8

± 370
643 0

+1042
貯蔵飼料区

菖ξ糧爆雪
稲 わ ら区 0 83た ,

003
0 83

002

+

+

082
003
0 78

003

士

+

0 33

016
047
0 09

+

土

0 91

0 53

0 ,0

0 15

+

土

092
± 010

091貯蔵飼料区

摂

取

量

濃
厚
飼
料

乾物摂取量
稲 わ ら 区 609 2た2

4866
166 9

132 6

1713 7

1452 3区

当
日1冒 稲 わ ら 区 4 8ん,

39
78
70貯薗 区

糠融
緩

乾物摂取量
わ ら 区 1170り

278 5

4

1017
71 6

101 6 4884貯 , 区

1日 1頭
当   り

)ら 区 0 9た,

22 24貴宇j 区

粗 飼 料 摂 取 率
Dら 区

1飼料区
%

TDN要 求 率
)ら 区 5

6 86 789K

明 間
日

肥育期間通算DG
(″ )

屠 殺 時 体 重
ぐ

`ク
)

冷 屠 体 体 重

“

,)

歩 留

稲 わ ら 区 5,36± 4241
5790± 4798

068± 002
0 71+0 05

6078± 766
6138± 1386

3961± 1266
3985± 975

651± 140
649+063

表 5 1日 当り差益の試算

723,300

266,600

138.500

38,300

279,900

5,4

1日 当 差益 (円 )

6)牛枝肉取引規格成績 : 歩留等級は両区ともAが 60

%,Bが40%で ,肉質等級は貯蔵飼料区で 4が40%, 3が
60%,稲 わら区で 4が20%, 3が 80%で あった。ロース芯

面積・バラの厚さ・皮下脂肪の厚さ・筋間脂肪の厚さにお
いて両区に差はみられなかった。肉質等級を決定する4項
目の中の「脂肪の色沢と質Jに おいて,稲わら区のBF
S No(牛脂肪色基準)力

'2な
いし3で あったのに対 し

,

貯蔵飼料区のB F S Noは すべて 4と やゃ高か った。

4考   察

販売価格から素牛価格・飼料費・放牧料を差 し引いた 1

日当り差益の試算を表 5に示 したが,山形県における昭和
62年度コンサルタント受診農家 (以下,コ ンサルと略す)

平均の 1日 当り差益が438円 であるのに対 し,稲 わら区
471円 ,貯蔵飼料区484円 と両区とも高い結果となった。

また,飼料費面でのコストの試算では, 1日 当り飼料費

は,コ ンサル平均が364円 ,稲わら区・貯蔵飼料区は放牧

料 も含めそれぞれ2"円 ,306円 となり, 1″ 増体当り飼

料費は,コ ンサル平均が619円 ,稲 わら区が436円 ,貯蔵

飼料区が438円 となり,両区ともコンサル平均より低い結

果となった。

以上のように, 2シ ーズン放牧期におけるDGが貯蔵飼

料区047″ ,稲わら区033カタと一般舎飼に比較して低いも

のの その後の増体が良く,肥育期間通算DGが貯蔵飼料

区071″ ,稲わら区068″ と良い結果であり, 1日 当り差

益 。1日 当り飼料費・ 1″ 増体当り飼料費の試算の結果も
コンサル平均より良い結果であったことから, 2シ ーズン

放牧をとり入れ,そ の越冬育成期と仕上げ肥育期に貯蔵粗

飼料を多給する肥育技術は放牧を行うことによる飼養管理

の省力化も含め,低コスト生産の方法として十分活用でき

ると考えられる。

飼料区

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

格
格

費

料

引

数

獅『料牧　育

販
素

飼
放

差

肥

733,800

275,800

139,000

38,300

280,700

579
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